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道路交通の円滑化のみならず、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり、土地の有効活用など、より包括的なまちづくり
を見据え駐車場施策の検討を進めていくため、これまでの『まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン』の基本編と実践編
を統合・再編し、最近の動向を考慮して時点更新を行い、『まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン（第２版）』を発行。

https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_tk_000085.html

【ガイドラインの対象】

【検討ステップとアウトプットのイメージ】
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